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第2講�生きるとは？�学ぶとは？

藤田寛之君のビデオと遺稿集の紹介をとおして
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高3の時（1993年）の詩より
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「明日に向かって」

たとえ，歩けなくても
僕には生命があるから
明日へは，歩き出せる。

時には，何もかもから
目をそらそうと，するけど

心臓の鼓動を聞く度
もう一度明日に目を向けてみる。

僕は生きる喜びを知っている。
だから負けない。
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高等教育機関への入学
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文科省学校基本調査速報（06.8）より

(1)大学・短期大学へ 52.3%(+0.8)
(2)専修学校へ�          22.7%(-1.2)
(3)高等教育機関へ�  75.9%(-0.3)
（参考）生涯賃金（男）
中卒 2億円
高卒� 2億2千万円
大卒 2億8千万円

「学生数の増加はまず大学進学
についての学生たちの考え方を
変化させる。次には選抜の原理
と過程が変化し始める。制度の
他の構成要素はこれに比べる
て変化の速度が遅く，時には変
化に抵抗する。そうした，保守性
の根底にあるのは一つには大学
の管理運営の方式であり，また
一つには大学教員自身の特性
と志向にほかならない。」（マー
チン・トロウ，天野・喜多村訳『高
学歴社会の大学』東大出版会，
1976年）

•1960:10%
•1965:17%
•1975:38%
•1995:45%

•エリート型（大学進学率15%未満）
•マス型（同15%以上50%未満）
•ユニバーサル型（50%以上）
 （トロウによる分類）
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現実

•学びたくても学べない人がまだ多数いる。
•生きたくても生きられない人がいる。
•結婚したくても結婚できない人がいる。
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希望

•この世は，健常者と障害者とからなる，と
いうけど，それは違う。
•障害者予備軍と障害者とからなるとい
うべきだ。
•藤田君のこの考え方は今や常識だ。
•関根千佳『「誰でも社会」へ̶̶デジタ
ル時代のユニバーサルデザイン
̶̶』（岩波書店，2002年11月）
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日経新聞（06.10.12）より
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第2講に関わって読んで欲しい本

•藤田寛之遺稿集をつくる会編『明日に向かって』（2002年7月）
•赤間研究室にてお頒けします（1冊1,000円）
•前掲，関根『「誰でも社会」へ』
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（雑学）北朝鮮の核実験を考える

•北朝鮮の国際文書
および精神に反
する（92年「南北
非核化共同宣
言」，03年NPTか
らの脱退宣言，
05年「6カ国協議
共同声明」）

•NPTの限界（既保有
国の核兵器を前
提）

•パワー・ポリティクス
論の限界（「悪の
枢軸」論の誤り）

•米朝，日朝関係回復
および国交正常
化の早期実現

•核兵器の廃絶こそ究
極の道

International Herald Tribune, 10 October, 2006

NPT: Treaty on the Non-Proliferation of Nuclear Weapons


